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高崎の街中には身近なところに気軽に楽しめるバラエティーに富んだ温泉がある。高崎の街中には身近なところに気軽に楽しめるバラエティーに富んだ温泉がある。
高崎駅から車で 10 分ほどの観音山丘陵の一軒宿、駅から徒歩圏内の住宅街の隠れ高崎駅から車で 10 分ほどの観音山丘陵の一軒宿、駅から徒歩圏内の住宅街の隠れ
湯は、地元民はもちろん出張中のビジネスマンでも、すき間の時間を利用して温泉湯は、地元民はもちろん出張中のビジネスマンでも、すき間の時間を利用して温泉
旅情に浸れるスポット。ちょっと郊外に出れば、バリエーション豊かに温泉力を堪旅情に浸れるスポット。ちょっと郊外に出れば、バリエーション豊かに温泉力を堪
能できる大型温泉施設もあり、都市生活者の絶好のいやしの場になっている。能できる大型温泉施設もあり、都市生活者の絶好のいやしの場になっている。
行楽の季節。ショッピングに、食事、そして温泉。高崎を満喫するフルコースとし行楽の季節。ショッピングに、食事、そして温泉。高崎を満喫するフルコースとし
て温泉旅情をプラスし、心と体をリフレッシュしてはいかが ?て温泉旅情をプラスし、心と体をリフレッシュしてはいかが ?

錦山荘

Hot springKinzanso

●高崎観音山温泉 錦山荘高崎観音山温泉 錦山荘
高崎市石原町 2892　TEL:322-2916高崎市石原町 2892　TEL:322-2916
営業時間：昼 12:00 ～午後 9:00（最終入場 午後 8 :30）営業時間：昼 12:00 ～午後 9:00（最終入場 午後 8 :30）
休館日：日帰り温泉は無休（年末年始は休み）休館日：日帰り温泉は無休（年末年始は休み）
交通アクセス：JR高崎駅 西口 バス乗り場 ⑧乗り場 交通アクセス：JR高崎駅 西口 バス乗り場 ⑧乗り場 
　　　　　　   「ぐるりんバス 観音山線」　　　　　　   「ぐるりんバス 観音山線」
　　　　　　　洞窟観音下車（約15分）　　　　　　　洞窟観音下車（約15分）Kinzanso　　　　　　　洞窟観音下車（約15分）KinzansoKinzanso　　　　　　　洞窟観音下車（約15分）Kinzanso

アーバンリゾート 高崎の温泉旅情



錦山荘の入口を左に見ながら100mほど上り坂を
進むと右手の高台にある白い建物。緑と小鳥のさ
えずりに包まれ、ゆったりとした時間が流れる。
オーナーの関口てる子さんが腕をふるうフランス・
ロレーヌ地方の郷土料理・キッシュやガレットが看
板メニュー。ランチセットはメインディッシュにサ
ラダ・スープ・本日の一品・飲み物がついて1,100
円（税込）。

大正 4年 (1915) から昭和のはじめまで、「清水鉱泉」
と呼ばれ親しまれてきた温泉宿を、「錦山荘」が高崎
観音山温泉として復活させた。

　

観
音
山
丘
陵
中
腹
の
豊
か
な
自
然
の

中
に
た
た
ず
む
一
軒
宿
。
創
業
は
昭
和
4

年
（
１
９
２
９
）。
新
渡
戸
稲
造
や
犬
養

毅
な
ど
、
当
時
を
時
め
く
政
治
家
や
実
業

家
、
文
士
な
ど
が
利
用
し
「
高
崎
の
奥
座

敷
」
と
い
わ
れ
た
高
級
旅
館
だ
っ
た
。
昭

和
63
年
に
、
展
望
風
呂
の
あ
る
現
在
の
温

泉
宿
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
時
の
流
れ
に

開
湯
１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む

旅
情
豊
か
な
温
泉
宿

磨
か
れ
た
黒
光
り
す
る
階
段
を
上
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
展
望
風
呂
は
、
丸
太
を
組
ん

だ
天
井
の
梁
に
湯
屋
の
赴
き
が
感
じ
ら
れ

る
。
大
き
な
窓
か
ら
は
高
崎
の
街
や
赤
城

山
が
一
望
で
き
る
。
少
し
緑
が
か
っ
た
と

ろ
み
の
あ
る
鉱
泉
は
、
し
っ
と
り
肌
に
な

じ
み
、
熱
す
ぎ
な
い
湯
船
は
ゆ
っ
く
り
浸

か
っ
て
楽
し
め
る
。
特
に
き
ら
め
く
夜
景

の
眺
め
が
最
高
で
、
高
崎
駅
か
ら
車
で

の
眺
め
が
最
高
で
、
高
崎
駅
か
ら
車
で
10

分
と
い
う
距
離
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

分
と
い
う
距
離
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

旅
情
を
か
き
た
て
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
紅
葉
の
時
季
は
、
門

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
紅
葉
の
時
季
は
、
門

を
く
ぐ
っ
て
か
ら
の
上
り
坂
に
錦
の
よ
う

を
く
ぐ
っ
て
か
ら
の
上
り
坂
に
錦
の
よ
う

に
彩
ら
れ
た
ア
ー
チ
が
か
か
る
。
ラ
イ
ト

に
彩
ら
れ
た
ア
ー
チ
が
か
か
る
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
戸
張
に
映
し
出
さ
れ
る
紅
葉

ア
ッ
プ
さ
れ
戸
張
に
映
し
出
さ
れ
る
紅
葉

が
味
わ
い
深
い
。

高崎田町の呉服商であった故山田徳蔵によって大正
8年着工、約半世紀の間人力のみで工事が進められ
た洞窟観音。4百メートルの洞窟に高橋楽山による
観音像 39体が三波石の巨石と共に安置され、戦争
当時は高崎市民 3千人の為の「模範的民間防空壕」
の称号も受けた。併設の「徳明園」は北関東随一と
云われ、石庭、苔庭、枯山水、池泉回遊庭園が楽し
める。秋の紅葉とライトアップは特に有名。

キッシュとガレットのランチメニューが人気 神秘の法悦の世界と庭園の美を味わう 古来からの日本人の染色文化に触れる

日本の染色文化や、その魅力を染料植物とともに
紹介する全国でもめずらしい施設。植物による染
色は、日本人にとって古代から続く貴重な生活文化
で、園内の「染料植物の道」では、古代からの染
色の変遷にあわせて染料植物を紹介している。染
色工芸館の展示室では、日本人の色に対する美意
識の高さを紹介し、実習室では草木染や藍染の体
験 (要予約 )ができる。

錦山荘周辺スポット

●カフェ  ル・テルモス
高崎市石原町 2652-1　TEL.027-323-1622
営業時間：10:30 ～ 17:00
　　　　　（ランチタイム11:30 ～ 14:00）
定休日 ：火・水曜日

●高崎市染料植物園
高崎市寺尾町 2302-11　TEL.027-328-6808
開館時間：9:00～ 16:30
　　　　　(4 月～ 8月 土日祝日は 9:00 ～ 18:00）
休園日：月曜日、祝日の翌日、年末年始
入館料：一般 100円、高・大学生 80円
　　　   （企画展は別料金）

Day trip Hot spring●

●洞窟観音・徳明園
高崎市石原町 2857　TEL.027-323-3766
営業時間 ：平日  10 :00 ～ 16:00
　　　   　（夏季の土日祝日17:00 まで）
定休日：12月17日～12月21日（悪天候の際は臨時休業）
入場料：大人  800円、子供  400円



Hot springYutori

Hot springTenjin

Hot springSakura

閑
静
な
住
宅
街
に
佇
む
隠
れ
湯
屋
。
市

閑
静
な
住
宅
街
に
佇
む
隠
れ
湯
屋
。
市

内
最
古
の
天
然
温
泉
と
し
て
人
気
だ
っ
た

内
最
古
の
天
然
温
泉
と
し
て
人
気
だ
っ
た

高
崎
温
泉〝
不
動
か
く
れ
の
湯
〞
が
、現
在

高
崎
温
泉〝
不
動
か
く
れ
の
湯
〞
が
、現
在

の
さ
く
ら
の
湯
と
し
て
再
開
し
た
。

　

す
べ
て
の
浴
槽
で
１
０
０
％
源
泉
か
け

流
し
と
い
う
贅
沢
な
温
泉
を
堪
能
で
き

る
。
ま
ろ
や
か
で
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
よ

う
な
感
触
の
お
湯
。
入
浴
後
の
肌
は
滑
る

よ
う
な
触
り
心
地
と
な
り
、
大
満
足
す
る

こ
と
請
け
あ
い
。

１
０
０
％
天
然
温
泉
か
け
流
し
の

贅
沢
を
味
わ
え
る

自
家
源
泉
１
０
０
％
。

庭
園
風
の
露
天
ス
ペ
ー
ス

　

こ
こ
か
ら
徒
歩
6
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
高
崎
市
立
城
南
小
学
校
の
正
門
前
に

「
鎌
倉
街
道
記
念
碑
」
が
あ
り
、
こ
の
辺
は

鎌
倉
時
代
に
坂
東
武
者
た
ち
が
〝
い
ざ
鎌

倉
〞
と
馳
せ
参
じ
る
と
き
の
軍
事
道
路
と

し
て
発
達
し
た
「
鎌
倉
街
道
」
の
終
着
点

だ
っ
た
。
古
道
散
策
を
楽
し
ん
だ
後
の
一

風
呂
と
し
て
も
お
ス
ス
メ
。
高
崎
駅
か
ら

最
も
近
い
天
然
温
泉
と
し
て
出
張
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

毎
分
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
超
の
温
泉
が
出

　

毎
分
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
超
の
温
泉
が
出

る
と
い
う
豊
富
な
湯
量
が
自
慢
で
、
館

る
と
い
う
豊
富
な
湯
量
が
自
慢
で
、
館

内
は
全
部
源
泉
１
０
０
％
の
か
け
流
し
に

内
は
全
部
源
泉
１
０
０
％
の
か
け
流
し
に

な
っ
て
い
る
。
毎
日
湯
を
総
入
れ
替
え
す

な
っ
て
い
る
。
毎
日
湯
を
総
入
れ
替
え
す

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
温
泉
。
広
々
と
し
た
露

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
温
泉
。
広
々
と
し
た
露

天
ス
ペ
ー
ス
が
特
に
人
気
で
、
岩
風
呂
や

天
ス
ペ
ー
ス
が
特
に
人
気
で
、
岩
風
呂
や

源
泉
風
呂
、
サ
ウ
ナ
や
水
風
呂
、
日
よ
け

源
泉
風
呂
、
サ
ウ
ナ
や
水
風
呂
、
日
よ
け

の
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
開
放
感

の
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
開
放
感

を
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
。

　

関
越
前
橋
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
5
分
。
国

道
17
号
線
沿
い
に
あ
る
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

も
あ
っ
て
、
目
的
地
の
途
中
に
寄
る
絶
好

の
休
憩
・
仮
眠
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
2
階
の
有
料

休
憩
室
に
は
仮
眠
や
宿
泊
の
で
き
る
ベ
ッ

休
憩
室
に
は
仮
眠
や
宿
泊
の
で
き
る
ベ
ッ

ト
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
が
あ
り

ト
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
が
あ
り

（
利
用
は
18
歳
以
上
）、
他
に
無
料
休
憩
所

歳
以
上
）、
他
に
無
料
休
憩
所

も
あ
る
。

も
あ
る
。

●天然温泉 天神の湯Hot spring天然温泉 天神の湯Hot spring高崎市中尾町天神 329-3　TEL.027-362-1726Hot spring高崎市中尾町天神 329-3　TEL.027-362-1726Hot springHot springTenjinHot spring高崎市中尾町天神 329-3　TEL.027-362-1726Hot springTenjinHot spring営業時間：11:00 ～翌 10: 00Hot spring営業時間：11:00 ～翌 10: 00Hot spring不定休（メンテナンス休館あり）Hot spring不定休（メンテナンス休館あり）Hot spring交通アクセス：JR井野駅よりタクシーで 5分Hot spring交通アクセス：JR井野駅よりタクシーで 5分Hot spring
　　　　　　　車で関越前橋 ICより高崎方面へ 5分

Hot spring
　　　　　　　車で関越前橋 ICより高崎方面へ 5分

Hot spring

Day trip Hot spring●

さくらの湯

※現在、飲食の提供はなく、食べ物の持ち込みは自由。

●いやしの里 さくらの湯Hot springいやしの里 さくらの湯Hot spring高崎市下和田町 1-10-3　TEL.027-386-4321Hot spring高崎市下和田町 1-10-3　TEL.027-386-4321Hot springHot springSakuraHot spring高崎市下和田町 1-10-3　TEL.027-386-4321Hot springSakuraHot spring営業時間：11: 00 ～ 22: 00Hot spring営業時間：11: 00 ～ 22: 00Hot spring年中無休
交通アクセス：JR高崎駅より徒歩 15分・上信電鉄南高崎駅より徒歩 3分Hot spring交通アクセス：JR高崎駅より徒歩 15分・上信電鉄南高崎駅より徒歩 3分Hot spring
　　　　　　　高崎アリーナシャトルバス「宗真寺前」停留所下車 徒歩 2～ 3分

Hot spring
　　　　　　　高崎アリーナシャトルバス「宗真寺前」停留所下車 徒歩 2～ 3分

Hot spring

天神の湯

Day trip Hot spring●



Hot springYasuragi

Hot springYutori

関
東
最
大
級
の
日
帰
り
天
然
温
泉
。

注
目
の
【
岩
盤
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
】

天
然
温
泉
を
い
ろ
い
ろ
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
め
る

5
種
の
露
天
風
呂
は
、
全
て
源
泉
か
け

種
の
露
天
風
呂
は
、
全
て
源
泉
か
け

流
し
。
室
内
風
呂
は
天
然
温
泉
を
利
用

流
し
。
室
内
風
呂
は
天
然
温
泉
を
利
用

し
た
大
浴
槽
、
ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
や
座

し
た
大
浴
槽
、
ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
や
座

湯
、
電
気
風
呂
な
ど

湯
、
電
気
風
呂
な
ど
5
種
類
の
温
浴
法

が
楽
し
め
る
〝
健
康
美
浴
〞、
ミ
ク
ロ
の

が
楽
し
め
る
〝
健
康
美
浴
〞、
ミ
ク
ロ
の

泡
が
優
し
く
体
を
包
む
絹
の
〝
ご
ろ
寝
風

泡
が
優
し
く
体
を
包
む
絹
の
〝
ご
ろ
寝
風

呂
〞、
よ
も
ぎ
、
も
も
の
葉
、
し
ょ
う
ぶ

呂
〞、
よ
も
ぎ
、
も
も
の
葉
、
し
ょ
う
ぶ

等
、
季
節
感
の
あ
る
〝
か
わ
り
湯
〞
等
バ

等
、
季
節
感
の
あ
る
〝
か
わ
り
湯
〞
等
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
だ
。

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
だ
。

　

そ
し
て
注
目
は
、
お
客
様
参
加
型
ア
ト

　

そ
し
て
注
目
は
、
お
客
様
参
加
型
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
「
岩
盤
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
」。
こ

ラ
ク
シ
ョ
ン
「
岩
盤
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
」。
こ

れ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
サ
ウ
ナ
プ

れ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
サ
ウ
ナ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
熱
波
と
ア
ロ
マ
の
香
り
を

ロ
グ
ラ
ム
で
、
熱
波
と
ア
ロ
マ
の
香
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
新
陳
代
謝
の
活
性
化
・

楽
し
み
な
が
ら
、
新
陳
代
謝
の
活
性
化
・

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
肌
な
ど
に
効
果
が
期
待

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
肌
な
ど
に
効
果
が
期
待

で
き
る
。

　

ま
た
、
掛
け
流
し
天
然
温
泉
付
の
貸

切
個
室
が
大
小
9
室
あ
り
、
家
族
や
友
人

同
士
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
た
い
人
に
最

適
。
館
内
は
食
事
処
や
休
憩
所
な
ど
も
充

実
し
て
い
る
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
癒

し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
の
前
の
大
通
り
を

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
の
前
の
大
通
り
を

北
に
向
か
っ
て
直
進
。
上
り
坂
に
な
っ
て
か

北
に
向
か
っ
て
直
進
。
上
り
坂
に
な
っ
て
か

ら
し
ば
ら
く
進
み
看
板
を
左
折
す
る
と
す

ら
し
ば
ら
く
進
み
看
板
を
左
折
す
る
と
す

ぐ
。
標
高
１
３
０
ｍ
。「
群
馬
の
温
泉
は
、
山

ぐ
。
標
高
１
３
０
ｍ
。「
群
馬
の
温
泉
は
、
山

岳
部
の
高
温
泉
と
平
野
部
の
冷
鉱
泉
に
大

岳
部
の
高
温
泉
と
平
野
部
の
冷
鉱
泉
に
大

別
さ
れ
、当
館
は
山
岳
部
の
端
に
あ
り

別
さ
れ
、当
館
は
山
岳
部
の
端
に
あ
り
58
℃

の
源
泉
が
出
ま
す
」
と
話
す
大
山
支
配
人
。

の
源
泉
が
出
ま
す
」
と
話
す
大
山
支
配
人
。

42
℃
設
定
の
大
浴
場
、

℃
設
定
の
大
浴
場
、
45
℃
の
小
浴

槽
、
40
℃
の
露
天
風
呂
と
、
好
み
に
応

℃
の
露
天
風
呂
と
、
好
み
に
応

じ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
。
ま

じ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
。
ま

た
、
温
泉
ヒ
ノ
キ
風
呂
付
き
個
室
が

た
、
温
泉
ヒ
ノ
キ
風
呂
付
き
個
室
が
5
部

屋
あ
り
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
た

屋
あ
り
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
た

い
人
、
介
添
え
が
必
要
な
人
や
高
齢
者
な

い
人
、
介
添
え
が
必
要
な
人
や
高
齢
者
な

ど
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。
大
小
の
宴

会
場
や
休
憩
室
、
休
憩
所
な
ど
が
充
実

し
て
、
地
域
の
人
々
が
気
軽
に
集
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
な
や
す

ら
ぎ
が
あ
る
。
厨
房
も
活
気
が
あ
り
、
肌

寒
く
な
る
季
節
は
人
気
の
「
お
っ
き
り
こ

み
」
が
登
場
す
る
。

●京ヶ島天然温泉 湯都里Hot spring京ヶ島天然温泉 湯都里Hot spring高崎市島野町 890-3　TEL.027-350-8811Hot spring高崎市島野町 890-3　TEL.027-350-8811Hot springHot springYutoriHot spring高崎市島野町 890-3　TEL.027-350-8811Hot springYutoriHot spring営業時間：朝 5:00 ～ 24 : 00（最終受付入館 23: 30）Hot spring営業時間：朝 5:00 ～ 24 : 00（最終受付入館 23: 30）Hot spring休館日：毎月第 3木曜日（8月を除く）Hot spring休館日：毎月第 3木曜日（8月を除く）Hot spring交通のアクセス：JR高崎駅西口・上信バス⑥、JR高崎駅東口・日本中央バス①、Hot spring交通のアクセス：JR高崎駅西口・上信バス⑥、JR高崎駅東口・日本中央バス①、Hot spring
　　　　　　　　JR高崎駅東口・ぐるりん（上大類・ニューサンピア下り線）

Hot spring
　　　　　　　　JR高崎駅東口・ぐるりん（上大類・ニューサンピア下り線）

Hot spring
　　　　　　　　車で関越自動車道・高崎 ICより 300m

●群馬温泉 やすらぎの湯Hot spring群馬温泉 やすらぎの湯Hot springHot springYasuragiHot spring群馬温泉 やすらぎの湯Hot springYasuragiHot spring高崎市金古町 1767　TEL:027-372-4126Hot spring高崎市金古町 1767　TEL:027-372-4126Hot spring営業時間：9:00 ～ 23 : 00Hot spring営業時間：9:00 ～ 23 : 00Hot spring休館日 : 毎月第 1火曜Hot spring休館日 : 毎月第 1火曜Hot spring
交通アクセス：高崎駅前より関越交通バス（「西口⑤）
Hot spring

交通アクセス：高崎駅前より関越交通バス（「西口⑤）
Hot spring

　　　　　　　イオンモール高崎バス「群馬温泉やすらぎの湯行」
　　　　　　　ぐるりんバス「群馬温泉方面」

天然温泉のヒノキ風呂が付いた個室で、気がねなくマイペースに
過ごすことができる。

湯都里

やすらぎの湯

Day trip Hot spring●

Day trip Hot spring●

気軽に足湯が楽しめる

お客様参加型アトラクション「岩盤ロウリュウ」
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ガ
ラ
ス
、
ア
ル
ミ
、
鉄
と
い
っ

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
の
物
が
、

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、

快
適
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
姿
を

変
え
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ

て
創
ら
れ
た
作
品
達
も
、
人
々

の
手
に
渡
り
、
個
性
を
光
ら
せ
、

世
界
中
に
存
在
感
を
放
つ―

。

　

Ａ
Ｐ
Ｔ
２
０
１
８
は
、
日
常

の
生
活
空
間
が
ア
ー
ト
で
彩
ら

れ
、
非
日
常
を
体
感
で
き
る
、

ま
た
と
な
い
イ
ベ
ン
ト
。
ま
ち

　

２
０
０
９
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

キ
ン
グ
オ
ブ
パ
ス
タ
は
、
今
年
で
10

回
目
。
節
目
と
な
る
今
回
は
、
初
回

以
来
の
２
日
間
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
テ
レ
ビ
や
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
事
が
多
く
な
り
、

全
国
的
に
も
知
名
度
が
上
が
る
中
、

記
念
す
べ
き
10
周
年
特
別
事
業
と

し
て
『
ク
イ
ー
ン
オ
ブ
パ
ス
タ
』
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
す
。〝
パ
ス
タ
の

街
〞
高
崎
市
を
世
界
に
発
信
で
き
る

初
代
女
性
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
誕
生
が

見
も
の
。

　

さ
ら
に
、
パ
ス
タ
料
理
、
そ
の
他

を
出
品
す
る
「
も
て
な
し
リ
ス
ト
ラ

ン
テ
」
や
、
歴
代
優
勝
店
舗
の
み
を

集
め
た
頂
上
決
戦
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

オ
ー
ネ
・
デ
ィ・
キ
ン
グ
オ
ブ
パ
ス
タ
」

な
ど
の
特
別
企
画
も
盛
り
た
く
さ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
も
高
崎
パ
ス
タ
大
使

で
高
崎
在
住
の
大
食
い
タ
レ
ン
ト『
ゆ

り
も
り
』
こ
と
石
関
友
梨
さ
ん
も
登

場
し
、
当
日
は
出
場
店
舗
を
廻
り
、

試
食
す
る
様
子
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

し
て
発
信
し
ま
す
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
が
全
国
的
に
盛
り

上
が
る
中
、「
パ
ス
タ
の
ま
ち
高
崎
」

と
し
て
、
さ
ら
に
飛
躍
し
そ
う
な
熱

い
二
日
間
。
10
年
の
集
大
成
を
直
接

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

　

高
崎
の
冬
を
鮮
や
か
に
彩
る
「
高

崎
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
、
今
年

で
25
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

お
な
じ
み
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ロ
ー

ド
の
ほ
か
、
東
二
条
通
り
や
慈
光
通

り
、
大
手
前
通
り
、
お
堀
周
辺
、
ス

ズ
ラ
ン
前
タ
ブ
の
木
広
場
、
ハ
ー
プ

の
泉
広
場
な
ど
、
電
飾
で
夜
の
ま
ち

が
美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
周
辺
の

「
光
の
キ
ャ
ン
バ
ス
」
で
は
、
市
内

の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
園
児
ら
が
手
作
り
し
た
光
の

キ
ャ
ン
バ
ス
を
設
置
。
子
供
た
ち
が

楽
し
め
る
よ
う
、
通
り
抜
け
の
で
き

る
ア
ー
チ
や
動
物
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
も
あ
っ
て
、
楽
し
さ
倍
増
。

　

ま
た
、
お
堀
で
は
、
揺
ら
め
く
光

の
ボ
ー
ル
や
バ
ー
ラ
イ
ト
が
シ
ン
ク

ロ
す
る
〝
動
く
光
〞
、
水
面
に
映
る

多
彩
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
新
た

に
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
出
が
、
来
場
者
を
幻
想

の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
の
電
飾
空
間
を
散
策

し
て
、
冬
な
ら
で
は
の
夜
の
き
ら

め
き
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

電飾で冬を彩る幻想的世界

●お問い合わせ：アートプロジェクト高崎事務局（高崎財団内）TEL.027-321-1213

　高崎市八島町 46-1
　電話：027-381-6967
　営業時間：8:00 ～ 21: 00
　休業日：なし

　

健
康
志
向
が
続
く
中
、
高
崎

じ
ま
ん
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
食
品
、
健
康
食
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
の
今
回
は
、
日
本

人
の
食
文
化
の
源
で
あ
る
〝
お

米
〞に
関
す
る
商
品
を
ご
紹
介
。

　

キ
ュ
ー
ブ
型
で
可
愛
ら
し
い

形
状
の
ミ
ッ
ク
ス
米
は
、
無
農

薬
の
う
る
ち
米
に
黒
米
、赤
米
、

雑
穀
米
を
合
わ
せ
た
、
こ
ま
つ

農
縁
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
。

　

黒
米
は
目
の
疲
れ
を
癒
し
、

美
肌
効
果
が
あ
り
、
赤
米
は
疲

労
回
復
や
む
く
み
を
軽
減
、
雑

（高崎オーパ 1F）

都市アートの光

TAKASAKI ARENA
●全日本ジュニア新体操選手権大会　11/16（金）～ 18（日）〈観覧有料〉

●2018 体操男子個人総合スーパーファイナル　11/23（金）〈観覧有料〉

●全日本体操団体選手権　11/24（土）・25（日）〈観覧有料〉

●チアリーディング全日本学生選手権大会　12/15（土）・16（日）〈観覧有料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

●高崎中心市街地、高崎モントレー（壁面）、
　慈光通り、大手前通り ほか　

10月6日（土）～10月21日（日）

記念すべき 10 回目！
特別企画が満載の 2 日間！

●お問い合わせ：キングオブパスタ実行委員会事務局    TEL.027-323-2868

●もてなし広場

10 : 00 ～ 16 : 00　雨天決行（両日）
11月10日（土）・11日（日）

キングオブパスタ2018

●前売り券：１枚 6食分  2,000 円  
　　　　　　コンビニエンスストア
　　　　　　にて販売

http://kingofpasta.jp/

11月23日（金・祝）～1月6日（日）

高崎光のページェント 2018 ART PROJECT TAKASAKI 2018

●シンフォニーロード・タブの木広場・ハープの泉広場
　東二条通り・慈光通り・大手前通り・お堀周辺
点灯時間：17: 00~22 :00（※金土日は～ 24:00）

●お問い合わせ：高崎光のページェント実行委員会（高崎観光協会内）   TEL.027-330-5333

●ミックス米（こまつ農縁）　
古代米ミックス米（赤米・上）、雑穀ミック
ス米（左）、古代米ミックス米（黒米・右）
各 2合  450 円～

高崎アリーナ　
11月・12月の主なイベント
高崎アリーナ　
11月・12月の主なイベント

http://taka-art.jp/2018/

穀
米
は
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
、
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
層
の
よ
う
に
彩
ら

れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
見
た
目
に

も
楽
し
く
て
、
お
土
産
と
し
て

も
と
て
も
喜
ば
れ
そ
う
。

　
「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も

の
を
つ
く
る
」
と
い
う
信
念
を

持
ち
、
大
切
に
穀
物
を
育
て
続

け
て
い
る
こ
ま
つ
農
縁
の
商
品

は
、
無
農
薬
、
有
機
農
法
で
育

て
ら
れ
、
そ
の
品
質
も
折
り
紙

付
き
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
に

向
け
、
体
調
を
整
え
た
い
と
き

に
役
立
つ
ひ
と
品
。　

　

特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
家
族

や
友
人
に
、
温
か
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
い
。

な
か
の
、
さ
ま
ざ
ま
場
所
で
出

会
う
ア
ー
ト
に
、
あ
な
た
の
感

性
が
刺
激
さ
れ
る
は
ず
。

　

今
回
も
、
国
際
的
に
活
躍
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
新
進
気

鋭
の
若
手
ま
で
、
13
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
高
崎
に
集
結
。
中

心
市
街
地
の
街
路
樹
や
建
物
の

壁
面
な
ど
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
と

き
は
な
ち
、
思
い
思
い
の
作
品

を
制
作
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
ペ
イ
ン

ト
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
10
月
６
日
・
７
日 

※

申
込
制
）
も
行
わ
れ
、
幅
広

い
世
代
に
、
ア
ー
ト
に
触
れ
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

　

日
常
と
は
違
う
〝
非
日
常
〞
の

ま
ち
な
か
を
是
非
体
験
し
て
！
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は
出
場
店
舗
を
廻
り
、

試
食
す
る
様
子
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

し
て
発
信
し
ま
す
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
が
全
国
的
に
盛
り

上
が
る
中
、「
パ
ス
タ
の
ま
ち
高
崎
」

と
し
て
、
さ
ら
に
飛
躍
し
そ
う
な
熱

い
二
日
間
。
10
年
の
集
大
成
を
直
接

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

　

高
崎
の
冬
を
鮮
や
か
に
彩
る
「
高

崎
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
、
今
年

で
25
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

お
な
じ
み
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ロ
ー

ド
の
ほ
か
、
東
二
条
通
り
や
慈
光
通

り
、
大
手
前
通
り
、
お
堀
周
辺
、
ス

ズ
ラ
ン
前
タ
ブ
の
木
広
場
、
ハ
ー
プ

の
泉
広
場
な
ど
、
電
飾
で
夜
の
ま
ち

が
美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
周
辺
の

「
光
の
キ
ャ
ン
バ
ス
」
で
は
、
市
内

の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
園
児
ら
が
手
作
り
し
た
光
の

キ
ャ
ン
バ
ス
を
設
置
。
子
供
た
ち
が

楽
し
め
る
よ
う
、
通
り
抜
け
の
で
き

る
ア
ー
チ
や
動
物
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
も
あ
っ
て
、
楽
し
さ
倍
増
。

　

ま
た
、
お
堀
で
は
、
揺
ら
め
く
光

の
ボ
ー
ル
や
バ
ー
ラ
イ
ト
が
シ
ン
ク

ロ
す
る
〝
動
く
光
〞
、
水
面
に
映
る

多
彩
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
新
た

に
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
出
が
、
来
場
者
を
幻
想

の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
の
電
飾
空
間
を
散
策

し
て
、
冬
な
ら
で
は
の
夜
の
き
ら

め
き
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

電飾で冬を彩る幻想的世界

●お問い合わせ：アートプロジェクト高崎事務局（高崎財団内）TEL.027-321-1213

　高崎市八島町 46-1
　電話：027-381-6967
　営業時間：8:00 ～ 21: 00
　休業日：なし

　

健
康
志
向
が
続
く
中
、
高
崎

じ
ま
ん
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
食
品
、
健
康
食
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
の
今
回
は
、
日
本

人
の
食
文
化
の
源
で
あ
る
〝
お

米
〞に
関
す
る
商
品
を
ご
紹
介
。

　

キ
ュ
ー
ブ
型
で
可
愛
ら
し
い

形
状
の
ミ
ッ
ク
ス
米
は
、
無
農

薬
の
う
る
ち
米
に
黒
米
、赤
米
、

雑
穀
米
を
合
わ
せ
た
、
こ
ま
つ

農
縁
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
。

　

黒
米
は
目
の
疲
れ
を
癒
し
、

美
肌
効
果
が
あ
り
、
赤
米
は
疲

労
回
復
や
む
く
み
を
軽
減
、
雑

（高崎オーパ 1F）

都市アートの光

TAKASAKI ARENA
●全日本ジュニア新体操選手権大会　11/16（金）～ 18（日）〈観覧有料〉

●2018 体操男子個人総合スーパーファイナル　11/23（金）〈観覧有料〉

●全日本体操団体選手権　11/24（土）・25（日）〈観覧有料〉

●チアリーディング全日本学生選手権大会　12/15（土）・16（日）〈観覧有料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

●高崎中心市街地、高崎モントレー（壁面）、
　慈光通り、大手前通り ほか　

10月6日（土）～10月21日（日）

記念すべき 10 回目！
特別企画が満載の 2 日間！

●お問い合わせ：キングオブパスタ実行委員会事務局    TEL.027-323-2868

●もてなし広場

10 : 00 ～ 16 : 00　雨天決行（両日）
11月10日（土）・11日（日）

キングオブパスタ2018

●前売り券：１枚 6食分  2,000 円  
　　　　　　コンビニエンスストア
　　　　　　にて販売

http://kingofpasta.jp/

11月23日（金・祝）～1月6日（日）

高崎光のページェント 2018 ART PROJECT TAKASAKI 2018

●シンフォニーロード・タブの木広場・ハープの泉広場
　東二条通り・慈光通り・大手前通り・お堀周辺
点灯時間：17: 00~22 :00（※金土日は～ 24:00）

●お問い合わせ：高崎光のページェント実行委員会（高崎観光協会内）   TEL.027-330-5333

●ミックス米（こまつ農縁）　
古代米ミックス米（赤米・上）、雑穀ミック
ス米（左）、古代米ミックス米（黒米・右）
各 2合  450 円～

高崎アリーナ　
11月・12月の主なイベント
高崎アリーナ　
11月・12月の主なイベント

http://taka-art.jp/2018/

穀
米
は
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
、
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
層
の
よ
う
に
彩
ら

れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
見
た
目
に

も
楽
し
く
て
、
お
土
産
と
し
て

も
と
て
も
喜
ば
れ
そ
う
。

　
「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も

の
を
つ
く
る
」
と
い
う
信
念
を

持
ち
、
大
切
に
穀
物
を
育
て
続

け
て
い
る
こ
ま
つ
農
縁
の
商
品

は
、
無
農
薬
、
有
機
農
法
で
育

て
ら
れ
、
そ
の
品
質
も
折
り
紙

付
き
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
に

向
け
、
体
調
を
整
え
た
い
と
き

に
役
立
つ
ひ
と
品
。　

　

特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
家
族

や
友
人
に
、
温
か
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
い
。

な
か
の
、
さ
ま
ざ
ま
場
所
で
出

会
う
ア
ー
ト
に
、
あ
な
た
の
感

性
が
刺
激
さ
れ
る
は
ず
。

　

今
回
も
、
国
際
的
に
活
躍
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
新
進
気

鋭
の
若
手
ま
で
、
13
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
高
崎
に
集
結
。
中

心
市
街
地
の
街
路
樹
や
建
物
の

壁
面
な
ど
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
と

き
は
な
ち
、
思
い
思
い
の
作
品

を
制
作
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
ペ
イ
ン

ト
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
10
月
６
日
・
７
日 

※

申
込
制
）
も
行
わ
れ
、
幅
広

い
世
代
に
、
ア
ー
ト
に
触
れ
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

　

日
常
と
は
違
う
〝
非
日
常
〞
の

ま
ち
な
か
を
是
非
体
験
し
て
！



「
い
い
な
ぁ
、
昔
の
ま
ん
ま
っ
て
の
は
」

ロ
ケ
地
を
訪
ね
て

『
三
匹
の
お
っ
さ
ん
』
編

高崎のロケ地

高崎の 観光再 発 見 VOL.29 T a k a s a k i ' s  
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高
崎
の
温
泉
旅
情

●
昭
和
の
映
画
館
「
高
崎
電
気
館
」
復
活

　

映
画
の
ま
ち
高
崎
の
シ
ン
ボ
ル
に

　

ま
ち
に
残
る
古
い
映
画
館
に
は
、
人
々
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

●
電
気
館
を
舞
台
に
大
騒
動

　

こ
の
高
崎
電
気
館
で
、
北
大
路
欣
也
、

泉
谷
し
げ
る
、
志
賀
廣
太
郎
の
3
人
組
が

悪
を
成
敗
す
る
「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
」
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
（
２
０
１
８
年
正
月
ド
ラ

マ
・
テ
レ
ビ
東
京
）
が
撮
影
さ
れ
た
。

　
「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
」
は
、
こ
れ
ま
で
3

シ
リ
ー
ズ
放
送
さ
れ
、「
東
京
ド
ラ
マ
ア

ウ
ォ
ー
ド
２
０
１
４
」
特
別
賞
を
受
賞
し
た

人
気
ド
ラ
マ
。
原
作
は
有
川
浩
。
東
京
の
下

町
「
皐
さ
つ
き

が
丘
・
み
ど
り
商
店
街
」
を
舞
台

に
、
還
暦
を
迎
え
た
か
つ
て
の
悪
ガ
キ
3
人

組
が
、
ま
ち
を
守
る
痛
快
コ
メ
デ
ィ
だ
。

　

こ
の
「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
正
月
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
」
は
商
店
街
に
残
る
古
き
良
き

映
画
館
「
ひ
か
り
座
」
を
三
匹
の
お
っ
さ
ん

が
地
上
げ
屋
か
ら
救
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
こ

の
「
ひ
か
り
座
」
に
高
崎
電
気
館
が
使
わ
れ

た
。
ひ
か
り
座
は
、
お
っ
さ
ん
た
ち
が
子
ど

も
の
頃
に
鞍
馬
天
狗
や
ち
ゃ
ん
ば
ら
映
画
を

観
た
思
い
出
の
場
所
。
高
崎
電
気
館
ロ
ケ
が

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

●
重
厚
な
フ
ィ
ル
ム
映
写
機
の
存
在
感

　

ひ
か
り
座
で
は
、
伊
東
四
朗
が
演
じ
る

館
主
・
善
さ
ん
が
老
体
を
奮
わ
せ
て
映
写

機
を
回
し
て
い
る
が
、
高
崎
電
気
館
の
映
写

室
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
。
電
気
館
映
写

室
の
フ
ィ
ル
ム
映
写
機
と
一
連
の
映
写
機
器

は
現
役
で
稼
動
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
こ

の
物
語
に
本
物
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
て
い

る
。
使
い
こ
ま
れ
た
機
器
の
摩
耗
感
、
年
月

に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
風
格
が
、
映
像
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
。
善
さ
ん
が
フ
ィ
ル
ム
を
映
写

　

高
崎
の
繁
華
街
に
、
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
映
画
館
「
高
崎
電
気
館
」
が

あ
る
。
高
崎
電
気
館
は
、
今
か
ら
約
１
０
０

年
前
、
大
正
2
年
（
１
９
１
３
）
の
1
月
1

日
に
開
館
し
た
高
崎
で
初
め
て
の
映
画
館

で
現
在
の
建
物
は
昭
和
41

年
（
１
９
６
６
）
に
建
築

さ
れ
た
。
時
代
の
流
れ
で

２
０
０
１
年
（
平
成
13
）

に
閉
館
し
た
が
、
所
有
者

の
広
瀬
公
子
さ
ん
が
愛

情
を
込
め
て
大
切
に
管
理

し
、
平
成
26
年
に
高
崎
市

に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

高
崎
電
気
館
の
内
外

観
は
築
50
年
超
え
の
風
格

を
持
ち
、
し
か
も
実
際
に

映
画
が
上
映
で
き
る
よ
う

に
改
修
、
整
備
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
地
域
市
民
、
高

崎
映
画
祭
、
シ
ネ
マ
テ
ー

ク
た
か
さ
き
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
さ
き
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
の
情

熱
無
し
に
は
成
し
得
な

か
っ
た
。

機
に
通
す
作
業
が
細
か
く
描
写
さ
れ
、
こ
の

ド
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
を
作
る
。

　

か
つ
て
高
崎
電
気
館
の
映
写
室
で
は
2
台

の
フ
ィ
ル
ム
映
写
機
が
使
わ
れ
て
い
た
。
修

理
に
手
を
尽
く
し
て
1
台
を
復
活
さ
せ
、
も

う
１
台
は
往
時
の
ま
ま
に
復
元
し
、
2
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

●
映
画
を
楽
し
む
笑
顔
が
館
内
に
あ
ふ
れ
る

　
「
ひ
か
り
座
」
で
は
赤
字
が
続
い
て
い

る
。
そ
こ
に
檀
れ
い
演
じ
る
ス
タ
ー
女
優
・

花
沢
ゆ
か
り
が
訪
れ
、
ひ
か
り
座
で
映
画
ロ

ケ
を
し
た
い
と
持
ち
掛
け
る
。
貧
し
か
っ
た

子
ど
も
時
代
に
善
さ
ん
に
タ
ダ
で
映
画
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
女
優
を

志
し
た
の
だ
。

　

商
店
街
で
の
映
画
ロ
ケ
は
大
成
功
、
存
続

が
決
ま
っ
た
ひ
か
り
座
で
映
画
の
試
写
会
が

行
わ
れ
る
。
高
崎
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
が
ひ
か

り
座
を
満
席
に
し
た
。

　

ひ
か
り
座
の
前
に
立
っ
た
北
大
路
が
大
声

で
言
う
。「
い
い
な
ぁ
、
昔
の
ま
ん
ま
っ
て
の

は
」。
志
賀
が
つ
ぶ
や
く
「
世
界
遺
産
は
無

理
で
も
昭
和
遺
産
に
は
な
っ
て
も
い
い
ね
」。

　

ま
ち
の
古
い
建
物
を
守
り
た
い
と
い
う
話

は
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
し
か
し
実
際
は

修
繕
、
維
持
に
大
き
な
費
用
を
要
し
た
り
、

取
得
す
る
予
算
が
な
い
な
ど
、
保
存
さ
れ
る

の
は
稀
で
、
多
く
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
。

高
崎
電
気
館
の
復
活
は
奇
跡
的
な
出
来
事

と
言
え
る
。
正
月
に
寅
さ
ん
映
画
を
上
映
し

た
り
、
昭
和
の
名
作
を
特
集
し
た
り
す
る
な

ど
、
粋
な
フ
ィ
ル
ム
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
遠

方
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
。

「三匹のおっさん」が撮影された高崎電気館


